誓　約　書

○○大学（以下「甲」という。）と△△が　　　年　　月　　日に契約した××研究、研究題目「□□□」（以下「本研究」という。）において、本研究に学生が参加するにあたり、研究代表者（指導教員）及び学生は下記内容について確認し、それぞれの履行義務について遵守することを誓約いたします。

１．学生は、本研究に参加することが教育上有意義であることを理解し、自己の意思と責任で、本研究に参加すること。
２．学生は、本研究の契約内容を理解し、本研究の契約書に定める甲の協力者として本研究に参加すること。
３．指導教員は、本研究へ学生が参加するにあたり参加を強要するなど、教育を受ける権利を阻害しないこと。

４．学生は、本研究の契約書で秘密を保持する旨の秘密情報、ノウハウを、秘密保持期間内、適切に管理し、第三者へ漏洩しないこと。
５．学生は、前項の秘密情報、ノウハウについて、卒業等により身分に変更があった場合においても、秘密保持期間内、適切に管理し、第三者へ漏洩しないこと。
６．指導教員は、学生に対して秘密情報の管理及び漏洩防止等に関する学生への指導を徹底すること。
７．学生は、本研究の研究成果として発明等の知的財産を創出し、当該知的財産を承継されることが決定された場合には、当該知的財産を学校法人常翔学園に譲渡することに同意すること。なお、譲渡後に甲は学生に学校法人常翔学園発明規定第15条を適用して補償金を支払う。
上記の事項について、承諾のうえ本研究に参加いたします。
20XX年XX月XX日

○○大学長　　　　　　殿
研究代表者（指導教員）　　　　  　　　　　　学生（※）
所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生番号
氏　名（自筆）　　　　　　　　　　　　印　　氏　名（自筆）　　　　　　　　　　印

本誓約書に関する注意事項

1　本誓約書の趣旨説明について

　研究代表者（指導教員）は、本学と雇用関係のない学生等を共同研究、委託研究に参加させる場合は、必ず参加することのメリット、デメリットを十分に説明してください。

　特に、デメリットとしては、

　・研究成果を自由に発表できない

・卒業後も守秘義務を負うこととなる。

等です。

　研究代表者（指導教員）は、十分な説明の後、学生等には、自由意思に基づいて本研究に参加するか否かを判断させてください。決して学生等に強要しないでください。捺印の背景にパワーハラスメント、アカデミックハラスメント等捺印を強要されたと思われる事情があった場合には、誓約書が無効となることがあります。

　企業等との研究では、企業等が研究費を大学に提供することが多く、研究に参加する学生等もその恩恵を受けることになりますが、学生等が、本誓約書提出を拒否した場合には、本研究に参加させないでください。この場合においても研究代表者（指導教員）は、他の学生等と差別することなく教育、研究指導をする義務を有しますので、十分注意してください。
2　学生等の発明に関する権利について

　学生等は、本学と雇用関係にありませんので、発明をした場合も職務発明には該当しません。従って、誓約書の７の規定に同意してもらう必要があります。

※　未成年の学生の場合は、法定代理人と連名にて使用する。











